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東海中央病院

二次性骨折予防管理事業

２０２２年診療報酬改正において、大腿骨近位部骨折患
者の緊急医療及び二次性骨折予防に対する評価として
「二次性骨折予防継続管理料」、「緊急整復固定加算」、
「緊急挿入加算」が新設されました。骨粗鬆症による二次
性骨折予防を地域全体で役割分担しながら、継続するこ
とが求められています。地域の医療機関の皆様とともに新
たな取り組みを推進したいと考えております。

イ 二次性骨折予防継続管理料１ １，０００点
入院中につき１回

大腿骨近位部骨折手術を行った患者に、二次性骨折予防を目的と
し、骨粗鬆症の計画的な評価及び治療等を行った場合に算定

ロ 二次性骨折予防継続管理料２ ７５０点
入院中につき１回

イを算定した患者に、リハビリテーション医療を担う病棟において継
続して骨粗鬆症の計画的な評価及び治療等を行った場合に算定

ハ 二次性骨折予防継続管理料３ ５００点
１年を限度に月１回

イを算定したものに対して、外来にて継続して骨粗鬆症の計画的
な評価及び治療等を行った場合に算定



手術・周術期管理
二次性骨折予防継続管理連絡票作成

急性期病院 回復期リハビリ病院

自院外来 自院外来
地域のクリニック
かかりつけ医

治療継続 治療継続治療とリハビリ継続

イ １０００点 ロ ７５０点

ハ ５００点 １年まで月１回算定

【算定要件】
〇関係学会により示されている
「FLSクリニカルスタンダード」及
び「骨粗鬆症の予防と治療ガイド
ライン」に沿った適切な評価及び
治療効果等の判定等、必要な治
療を継続して実施した場合に算定
する

〇医学管理の実施に当たっては、骨
量測定、骨代謝マーカー、脊椎エッ
クス線写真等による評価を行う。

【施設基準】
〇骨粗鬆症の診療を行う十分な体制
が整備されていること
〇当該体制において、骨粗鬆症の診
療を担当する専任の常勤医師、専

   任の常勤看護師及び専任の常勤薬
   剤師が適切に配置されていること
〇１年に１回の院内研修会の実施

二次性骨折予防継続管理連絡票
に記載・FAXにて東海中央病院へ
報告

二次性骨折予防継続管理連絡票に記載・FAXにて東海中央病院へ
報告



東海中央病院
二次性骨折予防継続管理の流れ

【東海中央病院からのお願い】

◆二次性骨折予防継続管理連絡票を紹介状と一緒に、患者さん・
ご家族にお渡しします。貴院で確認の上、二次性骨折予防継続
管理連絡票 回復期病院・かかりつけ医連絡事項欄に必要事項

     を記入していただき、東海中央病院メディカルサポートセンター
     へFAXにてご報告をお願いします。
◆二次性骨折予防継続管理料の施設基準では、日本脆弱性骨折

    ネットワーク（FFN-J）への３０日目・１２０日目・３６５日目の報告
    が義務付けられています。つきましては連絡票 下欄に入院から
１２０日目・３６５日目を表示していますので、その期間に該当した
医療機関の方については、東海中央病院ホームページからダウン
ロードしていただき、必要事項ご記入の上、FAXにてご報告をお
願いします。



二次性骨折予防継続管理料
連絡票に必要事項記載





　東海中央病院では、下記患者さんに対する大腿骨近位部骨折（骨粗鬆症治療）に関して計画

病院として治療を行いました。本紙は大腿骨近位部骨折後の患者さんの再骨折予防を目的とし、回復期

病院・かかりつけ医に骨粗鬆症に関する情報を共有するものです。

　当院では骨粗鬆症治療に関してご相談をお受けしておりますので、是非ご紹介ください。

回復期病院・かかりつけ医への連絡事項 二次性骨折予防継続管理料１　算定

# 　

　

　

検査日：

％ ％

【骨粗鬆症治療薬】

ビスフォス内服 ＳＥＲＭ ロモソズマブ

ビスフォス注射・点滴 ＰＴＨ カルシトニン製剤

ビタミンＤ製剤 デノスマブ

①回復期病院から連絡事項

に

②かかりつけ医から連絡事項

に

③回復期病院・かかりつけ医の方へのお願い

～ ～

【骨密度検査】

東海中央病院　二次性骨折予防継続管理連絡票

患者氏名 &tagPatName& 生年月日 &tagPatBirth&

【入院日】 &tagPatAdmDate&

【診断名】 右大腿骨骨折

左大腿骨骨折

【手術日】 1900年1月0日

骨接合術

人工骨頭挿入術

月

若年成人の平均骨密度

腰椎： 股関節：

にて 年

その他の薬剤：

にて 年 月

公立学校共済組合東海中央病院　医療連携課　FAX：382-9853

頸部

転子部

転子下

二次性骨折予防継続管理料３を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

　管理料算定に際して、当院が日本脆弱性骨折ネットワーク（FFN-J）へ患者さんの状況を報告しております。

つきましては、下記の期間に診察をされた場合は、患者さんの状況について、東海中央病院のホームページよりダウ

ンロードいただき 情報提供依頼書 にて報告をお願いいたします。

120日後前後２週間 365日後前後1か月

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

二次性骨折予防継続管理料２を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

途中経過の報告義務のために情報提供依頼書のFAXをお願
いします
（情報をまとめて当院が日本脆弱性骨折ネットワークに報告し
ます）

報告時期は ３回 （３０日、120日、365日）
報告内容は ほぼ2項目

　東海中央病院では、下記患者さんに対する大腿骨近位部骨折（骨粗鬆症治療）に関して計画

病院として治療を行いました。本紙は大腿骨近位部骨折後の患者さんの再骨折予防を目的とし、回復期

病院・かかりつけ医に骨粗鬆症に関する情報を共有するものです。

　当院では骨粗鬆症治療に関してご相談をお受けしておりますので、是非ご紹介ください。

回復期病院・かかりつけ医への連絡事項 二次性骨折予防継続管理料１　算定

# 　

　

　

検査日：

％ ％

【骨粗鬆症治療薬】

ビスフォス内服 ＳＥＲＭ ロモソズマブ

ビスフォス注射・点滴 ＰＴＨ カルシトニン製剤

ビタミンＤ製剤 デノスマブ

①回復期病院から連絡事項

に

②かかりつけ医から連絡事項

に

③回復期病院・かかりつけ医の方へのお願い

～ ～

【骨密度検査】

東海中央病院　二次性骨折予防継続管理連絡票

患者氏名 &tagPatName& 生年月日 &tagPatBirth&

【入院日】 &tagPatAdmDate&

【診断名】 右大腿骨骨折

左大腿骨骨折

【手術日】 1900年1月0日

骨接合術

人工骨頭挿入術

月

若年成人の平均骨密度

腰椎： 股関節：

にて 年

その他の薬剤：

にて 年 月

公立学校共済組合東海中央病院　医療連携課　FAX：382-9853

頸部

転子部

転子下

二次性骨折予防継続管理料３を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

　管理料算定に際して、当院が日本脆弱性骨折ネットワーク（FFN-J）へ患者さんの状況を報告しております。

つきましては、下記の期間に診察をされた場合は、患者さんの状況について、東海中央病院のホームページよりダウ

ンロードいただき 情報提供依頼書 にて報告をお願いいたします。

120日後前後２週間 365日後前後1か月

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

二次性骨折予防継続管理料２を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

二次性骨折予防継続管理を算定したところでFAXをお願いし
ます
回復期病院からかかりつけ医に通院することになった際に、
この用紙をかかりつけ医に回していただくようお願いします



３０日目・１２０日目・３６５日目
情報提供依頼書記載方法



　東海中央病院では、下記患者さんに対する大腿骨近位部骨折（骨粗鬆症治療）に関して計画

病院として治療を行いました。本紙は大腿骨近位部骨折後の患者さんの再骨折予防を目的とし、回復期

病院・かかりつけ医に骨粗鬆症に関する情報を共有するものです。

　当院では骨粗鬆症治療に関してご相談をお受けしておりますので、是非ご紹介ください。

回復期病院・かかりつけ医への連絡事項 二次性骨折予防継続管理料１　算定

# 　

　

　

検査日：

％ ％

【骨粗鬆症治療薬】

ビスフォス内服 ＳＥＲＭ ロモソズマブ

ビスフォス注射・点滴 ＰＴＨ カルシトニン製剤

ビタミンＤ製剤 デノスマブ

①回復期病院から連絡事項

に

②かかりつけ医から連絡事項

に
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【骨密度検査】

東海中央病院　二次性骨折予防継続管理連絡票

患者氏名 &tagPatName& 生年月日 &tagPatBirth&

【入院日】 &tagPatAdmDate&
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骨接合術
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月

若年成人の平均骨密度

腰椎： 股関節：

にて 年

その他の薬剤：

にて 年 月

公立学校共済組合東海中央病院　医療連携課　FAX：382-9853

頸部

転子部

転子下

二次性骨折予防継続管理料３を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

　管理料算定に際して、当院が日本脆弱性骨折ネットワーク（FFN-J）へ患者さんの状況を報告しております。

つきましては、下記の期間に診察をされた場合は、患者さんの状況について、東海中央病院のホームページよりダウ

ンロードいただき 情報提供依頼書 にて報告をお願いいたします。

120日後前後２週間 365日後前後1か月

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

二次性骨折予防継続管理料２を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

途中経過の報告義務のために情報提供依頼書のFAXをお願
いします
（情報をまとめて当院が日本脆弱性骨折ネットワークに報告し
ます）

報告時期は ３回 （３０日、120日、365日）
報告内容は ほぼ2項目

　東海中央病院では、下記患者さんに対する大腿骨近位部骨折（骨粗鬆症治療）に関して計画

病院として治療を行いました。本紙は大腿骨近位部骨折後の患者さんの再骨折予防を目的とし、回復期

病院・かかりつけ医に骨粗鬆症に関する情報を共有するものです。

　当院では骨粗鬆症治療に関してご相談をお受けしておりますので、是非ご紹介ください。

回復期病院・かかりつけ医への連絡事項 二次性骨折予防継続管理料１　算定
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％ ％

【骨粗鬆症治療薬】

ビスフォス内服 ＳＥＲＭ ロモソズマブ

ビスフォス注射・点滴 ＰＴＨ カルシトニン製剤

ビタミンＤ製剤 デノスマブ

①回復期病院から連絡事項

に

②かかりつけ医から連絡事項

に

③回復期病院・かかりつけ医の方へのお願い

～ ～

【骨密度検査】

東海中央病院　二次性骨折予防継続管理連絡票

患者氏名 &tagPatName& 生年月日 &tagPatBirth&

【入院日】 &tagPatAdmDate&

【診断名】 右大腿骨骨折

左大腿骨骨折

【手術日】 1900年1月0日

骨接合術

人工骨頭挿入術

月

若年成人の平均骨密度

腰椎： 股関節：

にて 年

その他の薬剤：

にて 年 月

公立学校共済組合東海中央病院　医療連携課　FAX：382-9853

頸部

転子部

転子下

二次性骨折予防継続管理料３を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

　管理料算定に際して、当院が日本脆弱性骨折ネットワーク（FFN-J）へ患者さんの状況を報告しております。

つきましては、下記の期間に診察をされた場合は、患者さんの状況について、東海中央病院のホームページよりダウ

ンロードいただき 情報提供依頼書 にて報告をお願いいたします。

120日後前後２週間 365日後前後1か月

#VALUE! #VALUE! #VALUE! #VALUE!

二次性骨折予防継続管理料２を算定しました。

記載後は東海中央病院までFAXお願いします

二次性骨折予防継続管理を算定したところでFAXをお願いし
ます
回復期病院からかかりつけ医に通院することになった際に、
この用紙をかかりつけ医に回していただくようお願いします



１

２

３









二次性骨折予防継続管理料
東海北陸厚生局届出関係



常勤の薬剤師が勤務
していない場合、
近隣の調剤薬局又は
東海中央病院 薬剤
師名を記入してくださ
い。

院内研修実施日また
は予定日と研修資料
等を添付してください。

令和４年３月３１日 疑義解釈（その１）
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